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高千穂郷・椎葉山の山間地農林業複合システム 

～森林と伝統文化を育む日本神話の里～ 

 

本地域の農林業システムと世界的な重要性 

 本地域の人々は、山間地という厳しい環境の中、焼畑やモザイク林に見られるように、森林を持
続的に保全管理することでその恵みを巧みに引き出し、用材林業、棚田でのコメ作り、肉用牛生

産、シイタケやお茶の栽培などを組み合わせた特徴的な農林業システムを形成。 

 

 

 

 

 

 

 

 本地域にある豊富な森林資源と
1800ha以上の棚田・500kmを超す

山腹水路網は、人々の努力の象徴で

ある。 

 

 

 この特徴的な農林業システムは、「刈干切唄」「ひえつき節」といった日本を代表する民謡や、 
地域共同体の祭祀であり、長い伝統を持つ「神楽」など、特色ある伝統文化を育んできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 そして、伝統的な農林業と文化を継承し、森林理想郷（フォレストピア）を目指した地域づくりが力
強く行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの農林業システムと伝統文化は、極めて特徴的なだけでなく、森林の減少が進み、それに
まつわる文化も脅威にさらされている今日、世界的に重要なものである。 

焼畑☞ P17 モザイク林☞ P14 肉用牛☞ P8 釜炒り茶☞ P10 

棚田と山腹水路☞ P23 

刈干切唄☞ P20 ひえつき節☞ P21 神楽☞ P26 

ﾌｫﾚｽﾄﾋﾟｱ構想☞ P31 都市農山村交流☞ P32 森林ｾﾗﾋﾟｰ☞ P32 若者の就業☞ P34 
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世界農業遺産（GIAHS）申請書 

概 要 情 報 

農業システムの名称： 

 高千穂郷・椎葉山の山間地農林業複合システム ～森林と伝統文化を育む日本神話の里～ 

 

申請機関／組織：高千穂
た か ち ほ

郷
ごう

・椎葉山
しいばやま

世界農業遺産推進協議会 

国／場所／地域： 

日本国／宮崎県／高千穂町①・日之影町②・五ヶ瀬町③・諸塚村④・椎葉村⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本列島九州地方の中央部、九州山地北部に位置する山間地であり、高千穂郷及び椎葉山と古称され、「フ

ォレストピア構想（Forest-Utopia：森林理想郷構想）」という共通理念の下、森林保全と都市農村交流を軸

とした地域づくりを進めている農山村地域 

 

首都や主要都市までのアクセス： 

東京国際空港（羽田空港）→空路 90 分→熊本空港→陸路 90 分→高千穂町 

 

面 積：1,410km2 

 

地域の農業生態学的分類：温帯、水田・畑作 

 

地形的特徴：山間地、渓谷地 

 

気候区分：温暖湿潤気候 
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人 口：約 27 千人 

 

主な生計源：農林業、観光業 

 

民族／先住民人口：該当なし 

 

農業システムの概要情報： 

本地域は、九州山地を構成する標高 1,000ｍから 1,700ｍ級の山々に囲まれた険しい山間地

であり、古事記、日本書紀に記され、今でも様々な神話や伝承が息づいている。森林に囲まれ

平地が極めて少ない厳しい環境下で、人々は努力と工夫を重ね、特徴的かつ持続的な山間地農

林業複合システムを構築した。 

今日、世界的に森林資源が減少しており、生物多様性や環境への悪影響が懸念されている。

その要因は、農地の開墾、非伝統的かつ環境破壊的な焼畑、過剰な木材採取であると言われて

いる。一方で本地域においては、長期的経営である人工林における木材生産と、毎年の収入源

である多様な農業（シイタケ栽培、棚田における稲作、肉用生産、チャ栽培等）を組み合わせ

る農林業複合システムを構築することで、農林家の生計手段が木材採取や開墾等過度な森林利

用に陥ることなく、森林と農林業との調和が図られ、森林資源が良好に保たれており、世界的

に重要なモデルである。特に本地域東部において見ることのできる、用材生産とシイタケ栽培

の複合経営によって形成された、スギ・ヒノキの針葉樹林、クヌギ等の落葉広葉樹林、常緑の

照葉樹林がパッチワーク状に広がる「モザイク林相」と呼ばれる特徴的な森林景観は、その調

和の象徴となっている。また、一部において、森林を循環的に利用し、環境と調和した伝統的

な日本の焼畑農業も保全されている。 

生物多様性についても良好に保たれており、スギ・ヒノキ等の針葉樹林だけでなく、シイタ

ケ栽培のためクヌギ等の落葉広葉樹も併せて栽培されることで、生物多様性が良好に保たれて

いる。また、一部の針葉樹林の人工林においても、クマガイソウ等の希少動植物が生息してい

る。さらに、このシステムは、この地域の森林に覆われた山々に住まう日本神話の神々へ、集

落を挙げて神事の舞踊を奉納する「神楽」など、極めて重要な伝統文化を育んでいる。 

人々は森林資源の維持と地域の発展にさらなる情熱を注いでおり、昭和 63 年（1988 年）よ

り、豊かな森林資源とそれによって育まれた伝統的な生活や文化を有効に活用し、心豊かな生

活を創出する「フォレストピア構想（Forest-Utopia：森林理想郷構想）」という共通理念に基

づき、伝統的な山間地農林業複合システムの維持だけでなく、都市農村交流や、体験活動等を

供給することにも力を入れている。 

以上のように、本システムは、貴重な伝統文化を伴った特徴的な山間地農林業複合システム

であるだけでなく、森林と農林業との調和を示す世界的に重要なモデルであると言える。 
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農業システムの説明  

Ⅰ．申請された GIAHS の特徴                              

序章 本地域の農林業システムと世界的な重要性：特徴的な山間地農林業複合システムによる

森林と農林業との調和 

FAO が作成した Global Forest Resources Assessment 2010 (FRA2010)によれば、全世界で

年間 13 百万 ha の危険な水準で森林減少が進行し、生物多様性の喪失や地球環境への悪影響が

懸念されている。森林減少の要因として、主に熱帯林において森林が農地に転用されているこ

とが挙げられている。また、非伝統的かつ非循環的な焼畑農業、過剰な木材採取も森林減少の

要因と言われている。 

一方で本地域では、長期的経営である人工林における木材生産と、毎年の収入源である多様

な農業（シイタケ栽培、棚田における稲作、肉用生産、チャ栽培等）を組み合わせる、農林業

複合システムが営まれることで、農林家の生計手段が木材採取や開墾等過度な森林利用に陥る

ことなく、森林と農林業との調和が図られ、森林資源が良好に保たれている。また、一部にお

いて、森林を循環的に利用し、環境と調和した伝統的な日本の焼畑農業も保全されている。人

工林においても良好な管理により希少動植物が生息するとともに、スギ・ヒノキ等の針葉樹林

だけでなく、シイタケ栽培のためクヌギ等の落葉広葉樹も併せて栽培されることで、生物多様

性が良好に保たれている。さらに、このシステムは、この地域の森林に覆われた山々に住まう

日本神話の神々へ、集落を挙げて五穀豊穣1などを願う神事の舞踊である「神楽」など、極めて

重要な伝統文化を育んでいる。 

以上のように、高千穂郷・椎葉山の山間地農林業複合システムは、貴重な伝統文化を伴った

特徴的な農林業システムであるだけでなく、森林と農林業との調和を示す世界的に重要なモデ

ルであると言える。 

 

（１）地理的特徴と景観 

本地域は、九州山地北部、宮崎県の北西部に位置し、九州山地の主峰である祖母山（1,756m）

をはじめ、九州山地を構成する 1,000m から 1,700m 級の険しい山々に囲まれた山間地である。

古来、日向国臼杵郡の高千穂郷（高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町、諸塚村）及び椎葉山（椎葉

村）と呼称された地域であり、３町２村から構成される。 

 気候については、標高 350m の高千穂町で、年間平均気温 14 度前後、年間降水量 2,200mm 前

後と、比較的冷涼で雨が多いのが特徴である(*1)。 

本地域の約 92％が森林であり、耕地は約 3％と極め

て少ないが、急傾斜地に築かれた棚田など特徴的な農

業が営まれている。 

森林のうち約８割が民有林である。その民有林の

58％が人工林であり、その主要樹種は、針葉樹ではス

ギ、ヒノキ、広葉樹ではシイタケ栽培のためのクヌギ

が主要樹種となっている(*3)。 

                                                   
1主食であるコメ、ムギ、アワ、ヒエ、マメの 5 種類の穀物が豊作となること 

表 1 本地域の森林面積及び耕地面積(*2) 

総面積
(ha)

森林面積
（ha）

耕地面積
(ha)

141,056 129,614 4,059

100.0% 91.9% 2.9%
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本地域を特徴付ける、険しい山々とそれを覆う森林、そ

こから生まれる渓流、散在する集落と棚田が織りなす美し

い景観は、この地域の人々による農林業活動によって育ま

れたものである。特に、南部の耳川流域に位置する諸塚村

付近では、用材を生産するスギ・ヒノキの針葉樹林、シイ

タケ栽培に利用するクヌギ等の落葉広葉樹林、常緑の照葉

樹林がパッチワーク状に広がり、モザイク林と呼ばれる特

徴的な景観を形成している。また、北部の五ヶ瀬川沿いは

50m から 100m 級の渓谷を成しており、国の名勝及び天然記

念物に指定されている高千穂峡が存在する。渓谷の上には

棚田が広がっているが、水面との高低差から河川水の利用

が困難であることから、遠く離れた山奥の水源から水を引

いており、多大な労力の上に築かれたものである。これら

周辺の斜面は、棚田の維持と畜産粗飼料確保のため日常的に草刈りが行われていることとも相

まって、美しい風景を形成している。 

図 2 本地域の位置図 
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図 1 本地域の民有林の内訳 


